
 
 

 

教員が体験活動の意義について理解するとともに，児童の集団宿泊活動を効果的に実施するた

めの基本的な体験活動の指導技術を身に付ける。また，学習指導要領における体験活動の取扱い

を理解し，教育課程の編成や教育活動に体験活動を取り入れる方法を講義や実習を通して習得す

る。 

 

（１）期日 

平成２６年８月２０日（水）～８月２２日（金） ２泊３日 

各回 小学校教諭（中学校教諭も受講可）各４０名 

（２）参加者 

 ３７名（岡山県２９名 広島県４名 大阪府２名 兵庫県１名 宮城県１名） 

 （３）内容 

①講義：「体験活動の意義と学習指導要領」 

内容：子どもの現状を踏まえ体験活動の必要性と教育効果，また，教育課程における「体

験活動」の位置づけに関する講義 

指導：文部科学省 初等中等教育局 視学官  杉田 洋 氏 

 

②講義・実習：「体験活動の導入とその指導法」 

内容：ねらいに応じた体験活動の計画の仕方や指導のポイントを理解する講義・実習  

指導：国立吉備青少年自然の家 次長 

 

③実習：「カッター活動の教育効果と実習」 

内容：吉備のフィールドを利用した体験活動や教科での学習を通して，子ども同士の関

係を深めるための指導法を学ぶ実習 

指導：国立吉備青少年自然の家 企画指導専門職 

 

④講義：「子どもの現状と課題」 

内容：子どもをとりまく現状から，現在の教員が期待されていることに関する講義 

講師：岡山大学大学院 准教授  藤原 敬三 氏  

 

２．事業の概要 

１．事業の目的(趣旨・ねらい) 

平成２６年度 国立吉備青少年自然の家教育事業 

免許状更新講習 

～生徒指導・学級経営に活かす体験活動～ 
 

平成２６年８月２０日（水）～８月２２日（金） 



⑤実習：「火起こし体験と野外炊事の理論と実践」 

内容：達成感のある原始の「火起こし体験」を体感するとともに野外炊事を通して子ど

もへの指導技術，安全管理の視点等について理解する実習 

指導：国立吉備青少年自然の家 企画指導専門職 

 

⑥実習：「オリエンテーリングの指導法と実践」 

内容：「オリエンテーリング」を活用し，集団と個の関わりについて意識づけを明確に 

するなど実践的な指導方法を習得する実習 

指導：国立吉備青少年自然の家 企画指導専門職 

 

⑦講義：「集団宿泊体験活動の企画・運営｣ 

内容：国立吉備青少年自然の家で宿泊体験を実施している小学校の取組から意義や指導

のポイント，その効果等を理解する講義 

指導：国立吉備青少年自然の家 所長  

 

（４）企画・運営のポイント 

○ 副題を「生徒指導・学級経営に活かす体験活動」としたことから，「仲間づくりを目

的とした体験活動」をテーマに講習内容を企画した。 

〇 参加者自身が児童の立場に立って「仲間づくり」の過程を体験できるように，体験

学習に基づいて講習を計画し，参加者自身の仲間づくりを図れるようにした。 

○ 講習の最初に「仲間づくり」をする際に心がけること（ルール）をまとめたビーイ

ングを作成し，その後の活動で随時ビーイングに基づいた話し合いの場を設けた。  

 

 

 

（１）日程 【８月２０日（水）～８月２２日（金） ２泊３日】 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）活動の様子 

 

 

 

 

３．活動の内容等 

8月

20日

（水）

受付 開講式 休憩

8月

21日

（木）

休憩 休憩

8月

22日

（金）

片付

け・

移動

休憩 閉講式

17:0015:009:00 10:00

講義「集団宿泊体験

活動の企画・運営」

実習

「カッター活動の教育効果と実習」

16:00

昼食

13:00 14:00 18:0011:00 12:00

講義「子どもの現状と

課題」

講義

「体験活動の意義と学

習指導要領」

昼食・休憩
講義・実習「体験活動

の導入とその指導法」

評価

「履修認

定試験」

実習

　「火起こし体験と野外炊事の理

論と実践」

実習「オリエンテーリングの指導

法と実践」

21:00 22:00

夕食・休憩
情報交換

会
入浴

20:0019:00

入浴夕食・休憩 自習・休憩



   

 

 

  

 

 

 

    

【体験活動の意義と学習指導要領】         【仲間づくりゲーム】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【カッター活動の教育効果と実習】        【子どもの現状と課題】 

 

 

 

 

 

    

 

 

  

 【火起こし体験と野外炊事の理論と実践】   【オリエンテーリングの指導法と実践】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【集団宿泊体験活動の企画・運営】          【ふりかえりの発表】 



 

（１）参加者の声 

 事業全体をとおしてはどうでしたか。 

満足度 …１００％ 

満足（３１名），やや満足（６名），やや不満（０名），不満（０名） 

 

（２）成果 

○ 体験活動サイクルを意識した構成とし，グループの成長過程を感じながら，集団を高め

ていく体験活動のプログラム構成がとても重要であることを実際に体験させることができ

た。 

 

○ 「体験活動の意義と学習指導要領」の講義では，小学校の特別活動に位置づいた体験活

動を取り入れた事例を多く紹介していただくことで，「体験活動」の有効性や学習指導要

領での位置づけを理解させることができた。 

 

  ○ ビーイングを活用し，活動ごとに話し合いによる活動の振り返りの時間を設けることで，

プログラムや活動を企画する際にねらいや話し合いが重要であることを実感させることが

できた。    

   

〇 ８月の実施のため，参加者の疲労を考えた時間配分や水分補給の準備など熱中症対策を

行い，参加者は，体調を崩すことなく講習を修了することができた。 

 

（３）課題 

  〇 グループの成長過程を感じながら，集団を高めていく体験活動のプログラム構成がとて

も重要であることを実際に体験してもらえたが，他グループの方との交流も深めたかった

という意見をいただいた。参加者全員で高まる場面も設定していきたい。 

 

   

担当：企画指導専門職 飯石 浩二  

４．成果・課題 


